











































































4) Miller TR (2013) Constructing sustainabilityscience: emerging perspectives and research 












ら高島市に編入したところです（注 5）。そこに、2015 年 4 月に策定された地
域の住民福祉協議会による第 2 次朽木住民福祉活動計画（計画期間：平成 27


































































課題や意見が出され、これらをもとに、最終回は、5 年後、10 年後、20 年
後にどんなことをしているとよいかを話し合うことになっています。（最終

















































































析枠組を示した Ostrom(2009) などがある（Ostrom, E (2009）A General Framework for 
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　では、今回の話題提供の内容を以下にまとめます。今日はありがとうござ
いました。
（1） 地域らしさに迫りながら未来を考えることの意義を整理した上で、
その動的なプロセスを示した。
（2） 地域らしさに迫りながら未来を考えることの実践と課題を紹介した。
考えるための段取り／考えるための方法／考えたことを点検する方法
（3） 地域づくりにかかわりながら果たしていくべき研究者の役割について
考察した。
Ⅰ . 講演の部
30
